
133

10.
611. 8

家 鷄 大 腦 半 球 前 頭 部 ヨ リ發 生 セ ル

遠 心 性 纖 維 ニ 就 テ

岡山醫科大學解剖學教室(主任八木田教授)

近 藤 寅 夫

[昭和7年12月7日 受稿]

Aus dem Anatomischen Institute der Okayama Medizinischen Fakultat
(Direktor: Prof. Dr. K. Yagita).

Uber die zentrifugalen Fasern, die beim Huhn aus der vorderen G
egend der Grosshirnhemisphare entspringen.

Von

Torao Kondo.

Eingegangen am 7. Dezember 1932.

Bei Huhnern zerstorte der Verfasser einerseits das vordere ventrale Endgebiet der 
rechten Grosshirnhemisphare, anderseits ihre vorderlateralste Partie, und 3 Wochen 
nach Operation totete er die Tiere, um ihre Hirne mit Hilfe der Marchischen Methode zu 
untersuchen. Daraus ergibt sich das Folgende.

1) Beim Huhn entspringt eine Anzahl Fasern aus der oralen Spitze der Grosshirn-
hemisphare und endigt im gleichseitigen Epistriatum. Diese Bahn zweigt unterwegs 
sparliche Fasern ab, die in die vordere Kommissur eintreten und sich bis zur Mittellinie 
verfolgen lassen, um wahrscheinlich das gegenuber liegende Epistriatum zu erreichen.

2) Dagegen gibt es beim Huhn keine aufsteigenden Fasern, die sich vom Epistria
tum nach dem vorderen Ende der Grosshirnhemisphare begeben.

3) Der Tractus septo-mesencephalicus entspringt beim Huhn aus der Rinde des 
vorderventralen und vorderlateralen Gebietes der Grosshirnhemisphare und endigt im 

gleichseitigen Ganglion des sagittalen Bundels.
4) Beim Huhn gibt es eine betrachtliche Fasergruppe, die dem vorderventralen 

und vorderlateralen Endgebiet der Grosshirnhemisphare entstammend durch das 
Ectostriatum und Mesostriatum hindurch die laterale Partie des Brachium cerebri 
erreicht.

5) Ein Teil dieser Fasergruppe gelangt auf dem Wege der Meynertschen Kommis
sur an das Brachium der anderen Seite. um dort zu endigen.

6) Ich will alle these Fasergruppe als Tractus frontobrachialis bezeichnen.

(Autoreferat.) 
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第1章　 緒 言

鳥 類 前腦 ヨ リ起 始 スル傳 達 路 中, Tr. septo-mesencephalicusニ 就 テ ハ,既 ニStieda, Bumm,

 Munzer及 ビWiener, Edinger, Wallenberg, Kappers,大 畑,佐 野 等 ノ諸 氏 ニ ヨ リ研 究 發 表

セ ラ レタ リ.其 ノ終 止 部 ニ就 テハ 視 丘 ノ背 外 縁 ニ存 スルEdinger氏 ノGanglion des sagittalen

 Bundelsナ リ トナ ス モ ノ多 キ ニ反 シ,其 ノ起 首 核 ニ至 リテ ハ諸 説 一致 セズ.

Tractus fronto-epistriaticusニ 關 シテ ハ, Edinger, Kappers, C. G. Carne氏 等 ノ記 載 ア

リ ト雖 モ,確 固 タル 定説 ヲ見 ズ.

更 ニ前 頭 腦 ヨ リBrachium cerebriニ 下 降 スル纎 維 束 ニ就 キテ ハ未 ダ其 ノ記 載 ヲ見 ズ.

予 ハ曩 ニEpistriatumヨ リ起 始 シ,或 ハ之 ニ終 止 スル 神經 纎 維 ニ就 キ テ報 告 セ シガ,更 ニ其

ノ續 篇 トシテ, Traatus fronto-epistriaticusノ 他2纎 雜 東 ニ就 キテ報 告 セ ン ト欲 ス.

第2章　 文 獻

今 鳥 類 大 腦 前 頭 部 ヨ リ起 レル主 ナ ル傳 達 路 ニ就 キ

文 獻 ヲ掲 ゲ ンニ,

1. Edinger氏 ハ 鳥 類 ノ前連 合 ハRieohgegendヨ

リ起 始 シ,反 對 側 ノRieohgegendニ 至 ル甚 ダ僅 カ ノ

纎 維 束 ヲ含 有 シ居 ル モ變 性試 驗 ニ於 テ ハ之 ヲ證 明 ス

ル 能 ハズ ト云 ヘ リ.

2. Kappers氏 ニ據 レバsecundares Epistriatum

ニlateral及 ビmedialノ2ツ ノ傳 達路 ガ 終 止 ス,其

ノlatera1ノ モ ノハ 即 チTr. frouto-epistriaticusニ シ

テ,恐 ラ ク ハ嗅 覺 ニ關 ス ル刺 戟 ヲ傳 導 ス ル モ ノナ ラ

ン ト.

3. C. G. Carus氏 ハTractus fron to-epistrintious

ヲRiechnervenノStammヨ リ起 始 セ ルHirnbasisノ

bogenfo miger Streifenト シテ 記 載 セ リ.

4. Stieda氏 ハ始 テTractue septo-mesencephali

cusヲ 記 載 セ リ,氏 ニ據 レ バ線 状體 及 ビ皮 質 ハ全 ク

灰 白 色 ヲ呈 セ リ,中 隔 壁 ニ於 テ特 ニ菲 薄 トナ レル 皮

質 ノ内 側 面 ニ腹 尾 方 ヨ リ來 レ ル 白色 線 條 ア リ,是 レ

視 丘 ノ表 層 ヨ リ起 始 ス ル モ ノ ニ シテ 迂 廻 シ線 状 體 莖

ニ 入 リ中 隔壁 ニ放 散 ス ト.

5. Bumm氏 ハTractus septo-mesenoephalious

ヲMarkbundel der strahligen scheidewandト シテ

記 載 シ,本 纎維 束ハ大腦中隔壁 ノ皮層 ヨ リ發生 シ,

中腦天蓋部 ニ至テ終 ル ト云 ヘ リ.

6. Munzer及 ビWiener氏 等 ハ 鳩 腦 ニ於テ,

 Marchi氏 法ニテ檢 シ,本 束 ノ起始核 ハ間腦 ナラ ン

ト云 ヘ リ.

7. Boyce及 ビWarrington氏 等ハ鷄及 ビ鳩 ニ於

テWeigert氏 法及 ビMarchi氏 法 ヲ用 ヒテ研究 シ,本

束 ニ關 シ,此 扇状纎維路 ハ表在性 ニ大腦表層 ノ内尾

領域 ノ大部分 ヨ リ發生 スルモ ノニ シテ,其 ノ大 部分

ハ前連 合 ヨ リ口方 ニテ束状 ニ集 合 セル後,外 方 ニ急

轉迂囘 シ線 状體視 丘路 ニ入 リ,視 丘 ノ背外部中 ヲ表

面 ニ近 ク走行 シ,視 葉 ト視丘 ノ接 合點 ニマデ達 ス.

然レ ドモ極 メテ少數 ノ纎維ハ前連 合ヨ リ口方 ニテ分

離 シ,腹 尾方 ニ進 ミ視丘 ニ入 ル ト云 ヘ リ.

8. Edinger及 ビWallenberg氏 等 ハ 鳩 ニ就 キ

Marchi氏 法 ニテ研究 シ,本 束ハ大腦中隔壁 ノ前3/4

ヨ リ出 ル著明 ナル纎維群 ガ前連 合 ノ口方 ニテ大腦基

底部 ニ集合 スルニ由テ形成 サ レ迂曲 シテ大腦膊中 ニ

入 リ,外 方 ニ向 ヒ視 路 ノ直前 ニテ屈曲 シ背方 ニ進 ミ,

其 ノ大 部分 ハ視丘 ノ背尾領域 ニ存 スルGanglion des

 sagittalen Bundelsニ 終 ル.然 レドモ尚 ホ一小 部ハ更

ニ尾方 ニ進 ミ,其ノ一小部ハ 中腦 天蓋部 ノ口端 ニ,他
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ノ一 部 ハ 後連 合 ノ背 尾 方 ニテLamina commissuralis

 mesencephali内 ヲ經 テ他 側 ノ中腦 天 蓋 部 ニ達 シ,殘

部 ハ 動 眼 核 ノ最 口端 ノ高 サ マ デ 下降 ス ト云 ヘ リ.

9. Kalischer氏 ハ鸚 鵡 ノ大 腦 ニ就 キテ 研 究 シ,中

隔 纎維 束 ニ就 キ テ次 ノ如 ク述 べ 居 レ リ.大 腦 矢状 隆

起(Sugittalwulst)ヲ 摘 出 ス ル カ或 ハ該 隆起 ヨ リ發

生 ス ル 中 隔纎 維 束 ヲ隆 起 ノ直 後 ニテ 切 斷 スレ バ,本

束 ノ纎 維 ハ 常 ニ 著 シ ク變 性 ス ルモ ノニ シテ中 隔壁 中

ヲ腹 尾 方 ニ下 降 ス ル ニ 從 ヒ漸 次緻 密 ナル 束 ニ集 合 ス

ルモ 視 丘 直 前 ニ於 テ2分 シ,一 部 ハEdinger氏 等 ノ

所 謂Tractus septo-mesenoephalicusト ナ リテ背 外

方 ニ進 ミ,終 ニ中 腦 ノ外縁 ニ至 リテ 消 失 ス.他 ノ大

部 分 ハ 間腦 及 ビ中腦 ノ腹 束(ventrales Bundel)ト ナ

リ遙 ニ尾方 ニ走 行 シテ 漸 次幽 微 トナ ル モ,之 ヲ延 髓

ノ末端 マデ追 跡 シ得 タ リ,恐 ラ ク ハ脊 髓 ニ マ デ達 ス

ル モ ノナ ラ ン(Tructus cortico-septo-spinalis)尚 ホ

該 路 ハWulstノ 最 口端 部 ヨ リ發 生 ス ル モ ノニ シテ,

 Edinger氏 ノTaictue quinto-frontalisニ 該 當 シ,哺

乳 動 物 ノPyramidenbahnニ 比 ス ベ キ モ ノ ナ リ ト.

10. Schroeder氏 ハ鷄 腦 ヲ髓 鞘 發 生 的 ニ研 究 シテ,

 Tractus septo-mesencephalicusノ 起 始 部 ハ大腦 ノ背

内部 及 ビ前 部 ノ皮質 ニ シテ,只 前頭 部 口端 ノ皮 質 ノ

Tangentialfaserschichtノ ミハ 關 係 ナ キ ガ如 シ.本 束

ノ纎維 ハ 扇状 ニ集 合 スル モ ノ ニ シテ,中 隔 壁 内 ニ於

テ ハ1ツ ノ緻 密 ナル髓 板 ヲ形 成 セ リ, Epistriatumノ

最 前 端 ノ高 サ ニ於 ケル 前額 斷 面 ニテ ハ,中 隔 壁 ノ腹

部 ハ其 ノ幅 ヲ増 シ, Tractus septo-mesencephalicus

ハ 内側 ニ偏 在 シ外 側 ニ 向 ツテ 多 數 ノ分 枝 ヲ出 ス.後

方 ニ進 ム時 ハ 此部 ハ 益 々廣 濶 トナ リ他 ノ大腦 部 ト融

合 ス.本 路 ヨ リ分 レ タル少 數 ノ纎維 ハ 大 腦 膊 ニ進 入

ス レ ドモ(Tr. septo-brachialis)他 ノ大 部 分 ハ大 腦

膊 ヲ廻 リ,背 外 方 ニ向 ヒ視 丘 外 縁 ニテ 尾 方 ニ轉 ジニ

疊 體 深 髓 ノ口端 部 ニ達 ス.本 路 ハ 其 ノ經過 中 大腦 膊

腹 側及 ビ外 側 ニ於 テTractus optiousヨ リ若 干 ノ纎

維 ヲ受 容 シ,更 ニ少 シ ク尾 方 ニテ ハTractus occipito-

mesencephalicus及 ビEpithalamueニ 纎 維 ヲ分 與 ス.

其 ノ他 中 隔 壁 纎維 束 ガ中 隔 壁 中 ヲ腹 尾 方 ニ向 ツテ 下

降 シ,大 腦 腹 側 面 ニ近 ヅ ク際 纎 維 ノ一 部 ハ外 方 ニ 向

ツテ分 岐 シEpistriatumニ(Tractus septo-epistria-

ticus)達 シ,他 ノ一 部 ハ 間 腦 ニ進 ミテ其 ノ最 腹 側 部

ヲ矢 状 方 向 ニ走 行 シ,然 ル後Decussatio suprain-

fundibularisヲ 形 成 シテ他 側 ニ至 リ動 眼 神 經 纎 維 中

ニ(Tractus septo-oculomotorius)消 失 ス ル ヲ見 ル ト.

11. Wallenberg氏 ハTractus septo-mesencepha-

licusノbasale Aeateヲ 鴨 ニ就 テMarchi氏 法 ニ テ追

跡 シ タ リ.即 チ大腦 基底 部 ニ於 テ 中 隔 纎 維 束 ノ主體

ヨ リ纎 細 ナ ル神 經 纎 維 束 ガ分 離 シ,外 方 ニ 向 ヒ 既 ニ

前連 合 ヨ リ 口方 ニテ腦 底 ノ神 經 細 胞 ニ分 散 終 止 ス ル

ヲ見 タ リ(Ramus basalis frontalis)是 レ恐 ラ クハ

Fasciculus Praecommissuralisニ 相 當 ス ル モ ノ ナ ラ

ン ト.少 シ ク尾 方 ニ於 テ ハ 中 隔纎 維 束 ハ2分 シ 其 ノ

1ハRamus dorsalisト ナ リテ視丘 ノ背 外 縁 ニ達 シ下

降 ス,是 レ即 チ固 有 ノTractus septo-mesencepha-

licusナ リ.他 ノ1ハRamus basalis caudalisニ シテ

Tractus quinto-frontalisノ 腹 内 側 ニ位 シ,視 丘 ヲ通

過 スル 際其 ノ外 周 圍 部 ニ纎 維 ヲ分 與 シ ツ ツ尾 方 ニ下

降 ス, Enteノ2例 ニ於 テ ハ 三 叉 神 經 進 入 根 ノ高 サ マ

デ之 ヲ追 跡 シ得 タ リ,是 レ恐 ラ ク ハKalischer氏 ノ

Tractus cortico-septo-spinalisニ 相 當 ス ルモ ノナ ラ

ン.然 レ ドモ該 束 ヲ哺乳 動 物 ノPyramidenbahnニ

比 スル コ トハ 早 計 ナ リ.何 トナ レバScheidewand-

bundelハ 哺 乳 動 吻 ノAmmonshornニ 相 當 セル 大腦

皮 質 ヨ リ起 首 スル モ ノニ シテ,且Pyramidenbahnト

異 リ腦 ノ内 側 ヲ下 降 ス ル ヲ以 テ ナ リ ト.

12. Rose氏 ノ細 胞 構 造 學 上 ノ區 劃 ニ據 レバFeld

 Bハ 鸚 鵡 類(Psittacidue)ヲ 除 外 セ バ常 ニ前 頭 葉 ロ

端 部 ニ マデ 逹 ス.鸚 鵡 ニ於 テ ハ 前 頭 腦 ノ 口端 部 ハ 只

Feld D及 ビGノ ミヨ リ形 成 サ レ,少 シ ク尾 方 ニ於

テ 漸 クFeld BガFeld Dノ 上 方 ニ於 テ 大 腦 半球 背 内

部 ノ表 層 トナ リテ 出 現 ス ル ヲ見 ル.兩 野 ノ境 界 ニ縱
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溝 ア リ, Edinger氏 ハ 之 ヲValleoulaト 命 名 シ,線 状

體 ト大腦 皮 質 トノ接 合 部 ト見 做 セ リ, Kalischer氏 モ

又Feld Bヲ 眞 ノ皮 質 ナ リ ト考 ヘ タ リ,而 モRose氏

ノ研 究 ニ ヨ レ バ ヨハ 線 状 體 ニ屬 ス ベ キ モ ノ ナ リ.更

ニ尾 方 ニ於 テ ハB野 ハ 新 ニ出 現 シ 來 レ ル大 腦 半 球

内 側 部 ノ諸 野 ニ ヨ リテ,益 々背 方 ニ壓 迫 サ レ,遂 ニ

半 球 ノ後 部 ニ於 テ 全 ク消 失 ス ト.

13. Dennler氏 ハ 各 種 鳥 類 ニ 就 キ テ ノ研 究 ノ結

果,纎 維 解 剖 學 上SagittulwulstハTractus septo-

mesencephalicuaノ 口方 ノ起 始 部 ニ シテ 鳥 類 ノ種 類

ニ從 ヒ形 状 ヲ異 ニ シ,多 少 側 方 乃 至 ロ方 ニ擴 大 セ ル

ヲ見 ル.尚 ホ他 ノ傳 逹 路 ガ コ ノ領 域 ヨ リ發 シ,或 ハ

之 ニ終 止 ス ル ヤ 否 ヤ ハ變 性試 験 ノ少 數 ナ リ シタ メ之

ヲ決 定 シ得 ザ リキ ト.

14. Kappers氏 ニ據 レバ 大腦 中 隔纎 維 路(Tractus

 septo-mesencephalicus)ハ 殆 ド全部 皮 質 ヨ リ起 レル

纎 維 束(Palliales Bundel)ニ シテ 間腦 ニ於 テ視 丘 圓

形 核 ノ背 外 部 ニ存 スルKern des sagittalen Bundels

ニ至 リ停 止 ス.然 レ ドモ 又二 疊 體 皮 質 トモ連 結 ス ル

モ ノナ リ.本 路 ハ其 ノ起 首 部 ヲSagittalwulstニ 有 シ,

下 降 性 ニ ノ ミ變 性 ス ル甚 ダ重 要 ナ ル遠 心 性 皮質 系 統

チ リ ト(corticofugales System)

15. Hermann氏 ハ 鳩 及 ビ家 鷄 ニ就 テMarchi氏 法

ニ ヨ リ研 究 シ, Tractue septo-mesencephaliousハ 前

頭 腦 皮質 ノ背 内 部 ヨ リ發 シ,扇 状 ニ集 合 シテ1ノ 太

キ纎 維 束 ヲ形 成 シ,中 隔 壁 中 ヲ腹 尾 方 ニ下 降 シ,前

連 合 ヨ リ口方 ニ テ腦 底 部 ニ逹 シ,直 ニ外 方 ニ 屈 曲 シ,

 Tractus strio-mesenoephalicue及 ビTractus quinto-

frontalisノ 腹 外 側 ニ沿 ヒ テ 視 丘 口 部 ノ外 縁 ニ至 ル.

途 上絶 エ ズ 細 枝 ヲ出 シ ツ ツ殊 ニ視 丘 外 部 ニ ア ルNu-

cleus tractus septo-meseucephalicusニ ハ 多 數 ノ分

枝 ヲ送 リ,途 ニ視 葉 ノ皮 層 マ デ下 降 ス.但 シ 後 頭

葉 背 内 部皮 質 ヨ リ出 ヅル 中 隔 纎 維 ハ 中 隔 壁 中 ニ於

テ 前頭 葉 皮質 ヨ リ發 スル モ ノ ノ内 側 ニ位 シ,大 部分

Basalaesteト シテ本 路 ガ 大 腦膊 ヲ迂 囘 ス ル部 分 ヨ リ

口 方 ニテ 分 岐 終 止 ス.然 レ ドモ家 鷄 ノ1例 ニ於 テ ハ

Hyperstriatumノ 後 頭 大 部 ヲ大 腦 半 球 尾 部 ノ背 内 表

層 ト共 ニ摘 出 セ シニ變 性 纎 維 ノ一 小 部 分 ハCommis-

sura Palliノ 高 サ ニ テ分 離 シ,腹 外 尾 方 ニ進 ミ次 デ

前 連 合 ニ接 シテ横 走 シEpistriatumノ 腹 内 部 ニ至 ル

(Tr. cortico-epiatriaticus)ヲ 見 タ リ ト.

16.大 畑 氏 ハ家 鷄 ニ就 キテMarchi氏 法 及 ビNissl

氏 法 ニテ 檢 索 シ,大 腦 中隔 路 ハ主 ト シテ 中 隔壁 内 ニ

存 在 ス ル神 經 細 胞 ヨ リ發 シ,同 側 ノEpithalamuaニ

ア ルGanglion des sagittalen Bundelsニ 終 止 ス ル モ

一部 ハ 亦Hyperstriatumノ 背 内部(Rose氏 ノFeld B)

ヨ リ發 シ本 路 ノ主 部 ト共 ニ走 行 ス,此 終 リノ纎 維 ハ

主 トシテSagittalwulstノ 口半 部 ヨ リ發 生 ス ル モ ノ

ニ シテ ソレ ヨ リ尾 方 ニテ ハ 極 メテ 僅 ニ發 生 ス ル ノ ミ

ト.

17.佐 野 氏 ハ鳩,家 鷄,家 鴨,鸚 鵡,十 姉 妹 ニ

於 テMarchi氏 法 ニテ 研 究 ノ結 果Tractus septo-

mesencephalicusヲ 強纎 維 束 ノRamus dorsalis卜 弱

纎 維 束 ノRamus basalis caudalis卜 痕 跡 状 ノRamus

 basalis frontalisト ニ分 テ リ.而 シテ 本路 ノ起 始 核 ニ

就 テ ハ 至 ク大 畑 氏 ノ説 ニ同 意 セ リ.

第3章　 自 家 實 驗

實験I

右側大腦半球前下端部 ヲ傷 ケ シモ ノ.

實験動物 トシテ ハ總 テ成長 セル健康 ノ家鷄 ヲ用 ヒ

其 ノ頭 毛 ヲ剪去 シ,正 中線 ヨ リ少 シク右 方ニ於テ矢

状方 向 ニ皮 膚 ヲ切開 シ,之 ヲ左右 ニ飜轉 シ右側 ノ前

頭 骨 ヲ破 リ,右 側大腦半球前半部 ラ現 シ,其 ノ前端

ノ可及的腹部 ヲ横 切シ更 ニ「ビ ンセ ツト」ヲ以 テ切斷

部 ヨリ前 方 ノ部 ヲ破壞 シ,止 血 スルヲ待 チ皮膚 ヲ縫

合 シ術 ヲ終 ル.

術後3週 間 ヲ經 テ動物 ヲ殺 シ,腦 ヲ摘 出 シ, Marchi
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氏法 ニ從 ヒテ處置 シ,前 頭 斷連 續切片 ヲ作 リテ精 査

セ リ.

肉眼的所見　 右側大腦 半球 ハ全體 ニ左側 ニ比 シ稍

萎縮 シ其 ノ前端 部ハ破壞 サレ一部缺損 セ リ.

顯微鏡的所 見　(第I圖 乃至第V圖 竝 ニ第X圖 乃

至第XIV圖)(口 方 ヨ リ尾 方ニ向ツテ追跡 ス).

(a)右 側前頭葉前端部殊 ニ其 ノ腹部ハ著 シク破壞

サ レ一 部分 缺損セ リ(第I圖 及 ビ第X圖).其 ノ附近

ニハ中等大 ノ黒色 顆粒密 在セ リ, Scheidewandbundel

背半部 中ニハ中等大 ノ變性 顆粒稍 多 ク存在 セ リ,術

側Scheidewandbundel卜 外 側縁 トノ略 ボ中間 ニ於テ

背腹 ノ方向 ニ相當 ニ幅廣 ク微細 ナル變 性顆粒 ガ中等

量 ニ大體束状 ヲナ シテ存在 スルヲ見 ル.其 ノ他 ノ部

及 ビ左側ニハ全 ク變 化 ヲ見 ズ.

第I圖

第II圖
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(b) Ectostriatum口 部 ノ高 サ(第II圖 竝 ニ第XI

圖)ニ テ ハ 前 頭 端 腹 部 ノ損 傷 ガ尚 ホ少 シ ク殘 存 シ其

ノ周 圍 ニハ 多 數 ノ變 性 顆 粒 ヲ認 ム. Scheidewand-

bundel中 ノ變 性 顆 粒 ハ少 シク腹 方 ニ進 メ リ, Meso-

striatum中 ニハ 少 量 ノ微 細 ナ ル變 性 顆 粒 ヲ見 ル,

 Ectostriatumノ 全 部 殊 ニ其 ノ内 側 部 ニモ微 細 ノ變

性 顆 粒 存 在 セ リ,中 隔 壁 束 ヨ リ外 側 ニ於 テ モ 腹端 ニ

近 ク孤 立 ノ細胞 群 中 ニ微細 ノ黒 色 顆粒 ノ密 在 セ ル ヲ

見 ル,他 部 竝 ニ左 側 ニハ變 化 ナ シ.

(c) Ectostrintum尾 部 ノ高 サ(第III圖 及 ビ第XII

圖)ニ テ ハ 損 傷 部 ヲ見 ズ, Scheidewandbundel中 ノ

顆 粒 群 ハ殆 ド腹 端 マ デ逹 シ,其 ノ終 端 ハ 恰 モ棍 棒 状

ヲ呈 セ リ.變 性 顆 粒 ハEctostriatum中 ニハ 極 メテ少

クMesoetriatum中 ニハEctostriatum中 ヨ リハ 多 シ

ト雖 モ前 切片 ヨ リ減 少 セ リ,之 ニ反 シ腹 方 ニ ア ル 不

正 形 ノ細胞 群 中 ニ ハ多 數 ノ大 ナル 黒 色 顆 粒 ヲ認 ム.

亦 大 腦 外 腹 端 ニ近 ク在 ス ル細 胞 群 中 ニ モ微 細 顆粒 密

在 セ リ,他 部 竝 ニ左 側 ニハ 全 ク變 化 ナ シ.

第III圖

第IV圖

138



家鷄大腦半球前頭部ヨリ發生セル遠心性纎維ニ就テ 139

(d)前 連 合 ノ高 サ(第IV圖 及 ビ第XIII圖)ニ 於

テ ハScheidewandbundel中 ノ變 性 顆 粒 ハBrachium

ノ腹 側 ニテ 恰 モBrachiumヲ 圍 繞 セ ル細 胞 群 中 ニ多

數 ニ存 在 セ リ,然 レ ドモ顆 粒 ハ 微細 ナ リ. Ectostri-

atum, Mesostriatum中 ニ ハ毫 モ變 性 顆 粒 ヲ見 ズ,

 Brachiumノ 外 側 部 ニ ハ中 等 大 黒 色 顆 粒 ノ稍多 ク存

在 シ,亦Epistrintum中 ニ モ多 數 ノ微 細 顆 粒 ヲ認 ム.

ソ レヨ リ背 方 ニ向 ツテ 走 行 スル纎 維 群 中 ニモ多 數 ノ

黒 色顆 粒 ア リ. Epistriatum中 ノ變 性顆 粒 ハ殊 ニ背

部 ニ多 ク シテ腹 部 ニハ 極 メテ 稀 ナ リ,前 連 合 中 ニ ハ

變 性 顆 粒 ヲ見 ズ.

(e) Nucleus rotundusノ 高 サ(第V圖 及 ビ第XIV

圖)ニ 於 テ ハScheidewandbundel中 ニ存 在 セ シ變 性

顆 粒 ノ連 續 卜見 做 ス ベ キ モ ノ全 ク存 在 セ ズ,之 ニ反

Brachiumノ 外 側 部 中 ニハ 中 等 大 ノ黒色 顆 粒 稍 多

量 ニ存 在 セ ル モNucleus rotundus中 ニハ 變 性 顆 粒

存在 セ ズ シテ 只 其 ノ背 側 ニ僅 數 ノモ ノア リテ 之 ヲ覆

ヘ ル ヲ見 ル ノ ミ.而 シ テBruchium中 ノ黒色 顆 粒 ノ

一 部 ハMeynert氏 ノ連 合 ヲ通 ジテ 反 對 側 ノBrachium

 ventralisニ 逹 セ リ.

第V圖

實驗II　 右側前頭葉 ノ前外端 ヲ損傷 セシズシモ

ノ.

手 術ハ實 駿Iト 全 ク同様 ニ行 ヒ,只 其 ノ損傷部位

ヲ可及的前頭葉前外端 ノ皮質 ニ限局セ シメン ト企 タ

リ.

肉眼的所見　 右側大腦半球 ハ左側 ニ比 シ稍萎縮 セ

リ.

顯微鏡 的所見　 (第VI圖 乃至 第IX圖 竝 ニ第

XV圖 乃至第XVIII圖)(口 方 ヨ リ尾方 ニ追跡スル

ニ).

(a)右 側前頭 葉 ノ前外端殊 ニ其 ノ背部ハ著 シク損

傷サレ,腦 ノ一部缺損 セ リ.

損傷部附近ハ變性セ ル黒色顆粒 ノ密集 セル タメ眞

黒ナ リ(第VI圖 及 ビ第XV圖).此 部 ヨ リ前頭 葉背

面 ニ沿 ヒテ内方 ニ細 キ帶状 ニ進 メル變性顆粒群 ア リ

テ中隔 ニ逹 シ. Scheidewandbundel中 ヲ腹 方 ニ進 行

シ略ボ背1/3ノ 下境 ニテ終止セ リ.更 ニ此 纎 維 束 ト

ハ別 ニ斜 ニ腹 内方ニ中等大 ノ黒色顆 粒 ガ多數 ニ存 在

シ,殆 ド腹縁 ノ近 クマデ逹 セルヲ認 ム.他 部竝 ニ左

側 ハ全 ク無變 ナ リ,
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第VI圖

(b) Ectostriatumノ 高 サ(第VII圖 及 ビ 第XVI

圖)ニ 於 テ モ右 側 前頭 葉 ノ前 外 端 ハ 尚 ホ 著 シ ク損 傷

リ レ,其 ノ附 近 ニハ粗 大 ナ ル 黒 色 顆 粒 密 集 シ腹 内

方 ニ向 ツテ 蔓 延 セ リ,殊 ニEctostriatum, Lamina

medullaris dorsalisノ 周 圍, Mesostriatum及 ビ殊 ニ

Nucleus entopeduncularis中 ニハ 黒色 顆 粒 ノ密 在 セ

ル ヲ見 ル. Scheidewandbundel中 ノ黒 色 顆 粒 ハ 前斷

面 ヨ リハ 多 クBrachiumノ 腹 部 ニ マデ 逹 シテ 終 止 セ

リ, Epistriatum中 ニ ハ微 細 黒色 顆粒 數 多存 在 セ ル

ヲ見 ル.

第VII圖

(c)前 連 合 ノ高 サ(第VIII圖 及 ビ第XVII圖)ニ

テ ハBrachium殊 ニ其 ノ外 側 部 ニ粗 大 ナ ル 黒 色 顆 粒

數 多 存 在 セ リ,亦Brachiumノ 腹 部 ニ於 テ ハSchei-

dewandbubdelノ 延 長 ト見 做 シ得 ベ キ中 等 大 黒 色 顆

粒 ノ存在 セ ル ヲ見 ル.更 ニEpistriatum中 ニハ 微 細

ノ黒 色 顆 粒 數 多 存 在 シ, Commissura anterior中 ヲ

上記 中等大黒色顆粒 ノ左側 ニ向 ツテ走行 スルヲ認 メ

タ リ,然 レ ドモ此前連 合 ノ腹背 及 ビ中間 ノ全部 ニ亙

リテ存在 スル顆粒ハ僅數 ニ シテ,而 モ反對側 ニ近ヅ

クニ從 ヒテ減數 シ正中線部 ニ迄之 ヲ追跡 シ得 ルニ過

ギザ リキ.左 側 ノEpistriatum中 ニル變性顆粒 ヲ見

ズ.
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第VIII圖

d) Nucleus rotundurノ 高 サ(第IX圖 及 ビ 第

XVIII圖)ニ 於 テ ハBracbiumノ 外 側 部 ニ中 等 大 黒

色 顆 粒 稍多 量 ニ存 在 セ リ. Nucleus rotundua内 ニ ハ

顆粒 ヲ認 メサル モ本核 ヲ背方 ヨ リ圍繞 セル中等 量 ノ

變性顆粒ア リ,尚 ホ左側 ノBrachium内 ニモ極僅數

ノ黒色 顆粒 ヲ見ル.

第IX圖

第4章　 考 案

予 ハ實 驗Iニ ヨ リテ右 側 大腦 半球 前 端腹 部 ヲ破 壞 セ シニ變 性纎 維 ハTractus fronto-epistri-

aticus及 ビTr. septo-mesencephalicusニ 入 リ,且Brachiumニ モ至 レル ラ明 カ ニ認 メ得 タ リ.

Tractur fronto-epistriaticusハ 腦 前 頭 部 ヨ リ半 球 ノ外 面 ニ沿 ヒ尾 方 ニ下 降 シ,同 側 ノEpi-
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striatumニ 逹 シ, Tractus septo-mesencephalicusハ 大 腦 前端 ノ腹 側 部 ヨ リ起 始 シテGanglion

 des sagittalen Bundelsニ 至 ツテ 終 止 スル ヲ見 タ リ.更 ニ前 記損 傷 部 ヨ リ發 シテBrachium

ノ外 側 ニ逹 スル 纎 維 束ハMeynert氏 ノ連 合 ニ ヨ リテ他 側 ノ同 部 トモ連 結 ス ル コ 卜ヲ モ確 ム ル

テ得 タ リ.

實 驗IIニ ヨ リテ大 腦右 半球 前外 端 ヲ損 傷 セ シ メ シニ變 性 纎 維 ハ略 ボ 實験Iニ 於 ク ル ト同 様

ニ進 行 シ且 同様 ニ終 止 スル ヲ見 タ リ,唯 ダEpistriatumニ 至 ル變 性 纎 維 ノ一 部 ハ更 ニ他 側 ノ

Epistriatumニ 向 ッ テ前 連 合 中 ヲ進 行 シ正 中線 ニ マ デ逹 スル コ トヲ證 明 シタ ル テ以 テ異 ナ リ ト

ス ル ノ ミ. Edinger氏 ハTractus fronto-epistriaticusハ 變 性試 驗 ニ於 テ ハ之 ヲ證 明 ス ル コ ト

能 ハズ 卜云 ヘ リ.然 レ ドモ余 ノ實 驗 ニ於 テ ハ幽 微 ナガ ラモ1側 ノRiechgegendヨ リ反 對 側 ノ

Epistriatumニ 走 行 スル 神 經 纎 維 ノ存 スル コ トヲ證 明 シ得 タ リ.故 ニ余 ハKappere氏 ガTr.

 fronts-epistriaticusハ 嗅 覺 ニ關 スル 刺 戟 ヲ傳 逹 スル モ ノナ ラ ン 卜ノ説 ニ賛 セ ン ト欲 ス.本 路 ハ

余 ノ先 ノ實 験 成 績(拙 著Epistriatumヨ リ起 始 シ又 之 ニ終 止 ス ル神 經 織 維 ニ就 テ)ヲ 參 照 ス レ

バdoppellaufigナ ラズ シテ只 下 降 性 纎 維 ノ ミヲ 含 ム モ ノナ ル べ シ.

Tractus septo-mesencephalicusノ 終 止 核 ハEdinger氏 ノGanglion des sagitallen

 Bundelsニ シテ,余 ノ成績 モ他 氏 ノモ ノ ト一 致 セ リ,然 レ ドモ其 ノ起 始 部 ハ中隔 壁 及 ビRose

氏 ノFeld Bノ ミ ニ ア ラズ シテ大 腦 半 球 ノ前腹 端 及 ビ前 外端 ノ皮 質 ヨ リ極 メテ多 數 ノ纎 維 ヲ受

ク ル コ トヲ證 明 シ得 タ リ.

又 前 頭 葉 皮 質 ヨ リハEctostriatum及 ビMesostriatumラ 經 テBrachium cerebriニ 至 ル強

大 ナル 神 經纎 維 路 ア リ, Brachium内 ニ於 ケル 此 路 ノ變 性 顆 粒 ノ配 置状 態 ヲ見 ル ニ外側 ニ多 ク

内 側 ニ ハ之 ヲ見 ザ リキ.而 シテ其 ノ一 部 ハMeynert氏 ノ連 合 ヲ通 シテ反 對 側 ノBrachiumニ

至 ル ヲ認 メタ リ,之 ヲ以 テ觀 レバ 此 道 路 ハ連 合纎 維 ニ由 テ 左 右 互 ニ連 レル コ ト明 カ ナ リ.之 ニ

反 シEpistriatumノ 背 部 ヨ リ起 リTractus occipito-mesencephalicus中 ヲ下 降 シBrachium

ノ内側 部 ニ至 ル 纎維 群 ハ連 合 ニ由 テ左 右連 結 スル コ トナ シ(拙 著Epietriatumヨ リ起 始 シ,又

之 ニ終 止 ス ル神 經 纎 維 ニ就 テ,参 照).

第5章　 結 論

1.家 鷄 ニ於 テハ 大 腦 半 球 前端 部 ヨ リ發 生 シ同側 ノEpistriatumニ 至 ル神 經 纎 維 群 ア リ,其

ノ一 小 部 ハ前連 合 ニ進 入 シ正 中線 ニ マ デ逹 セ リ,恐 ラク ハ反 對側 ノEpistriatumニ 逹 スル モ ノ

ナ ラ ン.

2.コ レニ反 シ家 鷄 ノEpistriatumヨ リ起 リ大 腦 前端 部 ニ至 ル 上 行纎 維 ハ コ レヲ見 ズ(拙 著

Epistriatumヨ リ起 始 シ,又 之 ニ終 止 スル 神 經 纎 維 ニ就 テ,參 照).

3.家 鷄 ニ於 テ ハTr. septo-mesencephalicusハ 大 腦 半 球 前 腹 端 部 及 ビ前 外 端 部 ノ皮 質 ヨ リ

起 始 シ同側 ノGanglion des sagittalen Bundelsニ 終 止 ス.
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4.家 鷄 ニ於 テ ハ 大 腦 半 球 前 腹 端 部 及 ビ前 外 端 部 ノ皮 質 ヨ リ發 生 シ, Ectostriatum及 ビ

Mesostriatum中 ヲ經 テ 同側 ノBrachium cerebriノ 外 側 部 ニ至 レル 強 大 ノ神 經 纎 雜 群 アル ヲ

見 ル.

5.此 纎 維 群 ノ 一部 ハMeynert氏 連 合 ヲ經 テ反 對 側 ノBrachiumノ 同 部 ト結 合 ス.

6.予 ハ本 纎 維 群 ヲTractus frontobrachialisト 命 名 セ ン ト欲 ス.

此稿ヲ終 ルニ當 リ終始御懇篤ナル御 指導 ト御 校閲 ヲ賜ハ リシ恩 師上坂教 授竝 ニ八木田教授 ニ深甚 ナル
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文 獻

1) Edinger, Bau d. nervosen Zentralorgane 1904. 2) Kappers, Die vergl. Anatomie d. 
Nervensystems der Wirbeltiere u. d. Menschen. 1921. 3) C. G. Carus, Versuch einer Darstellung d. 

Nervensystems. 1814. 4) Stieda, Studien uber d. zentrale Nervensystem d. Vogel u. Saugetiere. 1868. 

5) Bumm, Zeitschrift f. wissenschaftl. Zool. Bd. 38, 1883. 6) Munzer u. Wiener, Monatschrift f. 

Psych. u. Neurol. Bd. 3, 1898. 7) Boyce _??_ Warrington, Observations on the anatomy, physiology, 

and degenerations of the nervous systems of the bird. 1899. 8) Edinger _??_ Wallenberg, Anat. Anz. 

Bd. 15, 1898-1899. 9) Kalischer, Das Grosshirn der Papageien in anat. u. pbysiol. Beziehungen. 

1905. 10) Schroder, Journ. f. Psychol. & Neurol. Bd. 18, 1912. 11) Wallenberg, Anat. Anz. Bd. 

28, 1906. 12) Rose, Journ. f. Psych. u. Neurol. Bd. 21, 1914. 13) Dennler, Folia neuro-biologica.

 Bd. 12, 1919. 14) Hermann, Zeits. f. Anat. u. Entwickl. Bd. 68, 1922.  15) 大 畑,岡 醫 雜,

第40年,第8號. 16) 佐野,福 岡醫大雜誌,第25卷1第.  17) Edinger, Wallenberg _??_ Holmes,
 Untersuchungen uber d. vergleichende Anatomie d. Gehirns. Dus Vorderhirn. 1903. 18) Craigie, 

Journ. of comp. neurol. Vol. 45, 1928. 19) Kamon, Anat. Hefte. 30, 1906. 20) Wallenberg, 

Anat. Anz. Bd. 24, 1904.

挿 圖 及 ビ附 圖 説 明

第I圖　 右 側大腦半球前頭腹部 ノ損傷部

第II圖　 右 側大腦半球 前頭腹部損傷後 ノ

Ectostriatum口 部斷面 ノ變 性顆粒

第III圖　 右 側大腦半球 前頭腹部損傷後 ノ

Ectostriatum尾 部斷面 ノ變 性顆粒

第IV圖　 右 側大腦半球 前頭腹部損傷後 ノ

前連 合 ノ高 サ ニ於 ケル變性顆粒

第V圖　 右 側大腦半球前頭腹 部損傷後 ノ

形圓核斷面 ニ於ケル變性顆粒

第VI圖　 右 側大腦 半球 前頭 前外側部 ノ損

傷部

第VII圖　 右 側大腦半球 前頭前外側部損傷

後 ノEctostriatumノ 高 サニ於 ケル變性顆粒

第VIII圖　 右側大腦半球 前頭前外側部損傷

後 ノ前連 合 ノ高 サニ於 ケル變 性顆粒

第IX圖　 右側大腦半球前頭前外側部 損傷

後 ノ圓形核 ノ高 サニ於 ケル變性顆粒
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第X圖　 右 側大腦半球前頭 腹部 損傷部附

近 ノ變 性顆粒

第XI圖　 右側大腦 半球前頭腹部損傷後 ノ

Ectostriatum口 部斷面 ニ於 ケルEctostriatumノ

變性 顆粒

第XII圖　 右側大腦半球前頭 腹部損傷後 ノ

Ectostriatum尾 部斷 面 ノEpistriatum及 ビMe

sostriatumノ 變性顆粒

第XIII圖　 右側大腦半球 前頭腹部損傷後 ノ

前連 合 ノ高サ ニ於 ケルBrachium及 ビGanglion

 d. sagittalen Bundelsノ 變 性顆粒

第XIV圖　 右 側大腦半球 前頭腹 部損 傷後 ノ

圓形核 ノ高 サ ノ断 面ニ於 ケルBrachiumノ 變 性

顆粒

第XV圖　 右側大腦半球前頭 前外側部 損傷

部 ノ變性 顆粒

第XVI圖　 右 側大腦 半球 前頭 前外側部損傷

後 ノEctostriatumノ 高サ ニ於 ケルEpistriatum

及 ビMesostriatumノ 變 性顆粒

第XVII圖　 右側大腦半球 前頭 前外側 部損傷

後 ノ前連 合 ノ高 サニ於 ケル前連 合, Brachium

及 ビGanglion d. sagittaleo Bundelsノ 變 性顆

粒

第XVIII圖　 右側大腦半球 前頭前外 側部損傷

後 ノ圓形核 ノ高 サニ於 ケルBrachiumノ 變 性顆

粒

略 字 説 明

Br.=Brachium cerebri C. a.=Commissura anterior Ect.=Ectostriatum

Epi=Epistriatum G. d. s. B.=Ganglion d. sagittalen Bundels

L. m. d.=Lamina medullaris dorsalis L=Lasionsstelle

Meso=Mesostriatum T. s. m.=Tractus septo-mesencephalicus
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